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○ソーシャルワーク実習生受入れに関する要綱

改正　令和６年１月４日社協要綱第１号　

（趣旨）
第１条　この要綱は、社会福祉法人福津市社会福祉協議会（以下「本会」という。）が実施する福祉活動の実習を通じ、社会福祉の将来を担う人材育成を図ることを本会の基本姿勢として位置付けるとともに、ソーシャルワーク実習の実習生受入れに関する必要な事項を定めるものとする。
（対象）
第２条　本会で実習を受けることができる者は、次の各号のいずれにも該当する者とする。ただし、特に会長が必要と認めたときは、この限りでない。
(１)　現に大学又はその他の教育機関（以下「養成校等」という。）に在籍している者。
(２)　福津市周辺在住若しくは実家が福津市内である者。ただし、福津市民を優先とする。
（受入れ期間及び人数）
第３条　受入れ期間は、原則として、８月16日から10月31日及び２月１日から３月31日までの間の最大24日間とし、各期間の受入れ人数は５名以内とする。ただし、特に会長が必要と認めたときは、この限りでない。
（受入れ依頼及び承諾）
第４条　実習生の受入れを依頼する養成校等は、実習希望者が記した志望理由と社会福祉協議会で学びたいこと等の事前レポート（Ａ４用紙・800字以内）を添えて、実習エントリーシート（様式第１号）を実習開始予定日の３ヶ月前までに会長に提出しなければならない。
２　会長は、前項の提出書類を選考のうえ、この要綱に適合し、かつ本会業務に支障がないと認められる場合は、受入れを承諾するものとする。
（実習指導者）
第５条　会長は、実習の指導にあたる担当者（以下「実習指導者」という。）を定め、実習受入を適正に行わせるものとする。
２　実習指導者は、実習生受入れに必要な措置を執るとともに、本会の各事業担当職員と調整した上で、事前に実習先の利用者等の意向に配慮するものとする。
（実習指導料）
第６条　実習指導料は、会長が状況に応じて定めた額とし、本会の指定する金融機関の口座に振込むものとする。
（養成校等の責任事項）
第７条　実習生の所属する養成校等は、実習生の責任に起因する損害の補償を行うため、保険に加入しなければならない。
（実習生の服務）
第８条　実習生の服務の取扱いは、次のとおりとする。
(１)　実習生は、実習時間中は所定の実習に従事し、実習目的の達成に努めなければならない。
(２)　実習生は、本会の信用を傷つけ、又は不名誉になるような行為をしてはならない。
(３)　実習生が実習中に知り得た個人情報をはじめ、業務上知り得た情報を他に漏らしてはならない。実習終了後も同様とする。
(４)　実習生は、実習中においては、実習指導者および本会の各事業担当職員の指示に従わなければならない。
（実習中止）
第９条　実習生が第８条の規定に違反するか、又は実習生として不適切な行為が認められたときは、本会と養成校等との協議により実習を中止することができる。
（連携及び調整）
第10条　本会及び養成校等は、連携及び調整を密にし、実習がより効果的となると共に実習の目的が達せられるよう努めなければならない。
（評価）
第11条　本会は、実習生の実習成果について真摯な評価を行い、養成校等の求めに応じて、実習評定表により報告する。
（補則）
第12条　この要綱の定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。
附　則
この要綱は、平成25年４月１日から施行する。
附　則（令和６年１月４日社協要綱第１号）
この要綱は、令和６年２月１日から施行する。

様式第１号（第４条関係）
年　　月　　日

社会福祉法人福津市社会福祉協議会
会長　　　　　　　　　　　様

実習エントリーシート

養成校名：　　　　　　　　　　　　　
代表者：　　　　　　　　　　　　
実習ご担当者：　　　　　　　　　　　　　
ご連絡先：住所　　　　　　　　　　　
電話　　　　　　　　　　　
下記のとおり、　　　　年度の実習受入れを希望します。
	実習種別
	

	氏　名（ふ　り　が　な）
	

	所属学部・学科及び学年
	

	[bookmark: _GoBack]生年月日
	

	現住所
※市外在住で実家が福津市の場合は、両方記入すること
	

	受入れ希望期間
	　　　　年　　月　　日（　　）から
　　　　年　　月　　日（　　）までの期間
　　　　　計　　　　日間（合計　　　　時間）

	実習指導料（１名につき）
	

	その他希望すること
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